
まえがき＝歯車，軸受などの部材は，疲労特性や耐磨耗
性の改善のために浸炭処理が施される。浸炭処理は高温
で長時間保持する熱処理のため，熱処理中にオーステナ
イト粒の異常粒成長が起こりやすい。異常粒成長が起こ
ると，熱処理歪の増大や靭性など各種特性が劣化する場
合がある。そのため，異常粒成長の抑制に関して多数の
研究が行われてきている。
　異常粒成長の抑制には Al 1），Nb 2），Ti 3）といった 4A
族，5A族の元素を添加し，これらの炭窒化物を析出さ
せて結晶粒成長を抑制するピンニング粒子として活用す
れば良いことは古くから知られており，工業的にも活用
されている。
　また異常粒成長は，上記の炭窒化物形成元素の添加以
外にも浸炭前の工程が強 ゾ
り，浸炭前組織の変化 4），冷間加工度 5），浸炭前の加熱速
度 6）が異常粒成長に及ぼ 【
　一方，析出物の存在状況のΞに関
しては報告されているものの 7），前組織も同時に変化し

いない。Nbに関しては，近年盛んになりつつある高温
浸炭時の異常粒成長防止に有効な元素であり，広く活用
されているにもかかわらず，析出状態が異常粒成長に及
ぼす影響に関する報告はほとんど見られず，その影響は
明らかになっていない。
　そこで本研究では，Nb添加鋼に種々の熱処理を施し
て析出状態を変化させ，高温保持中の異常粒成長に及ぼ
す析出物の存在状態の影響について検討した。
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